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実⾏団体 
事後評価報告書 認定特定⾮営利活動法⼈侍学園スクオーラ・今⼈          

活動地域 
⻑野県 東信地域 

ＵＥＤＡ次世代⽀援プロジェクト 
E-mail  info@samugaku.com 
URL    https://samugaku.com/ 

資⾦分配団体名    ⼀般財団法⼈ 中部圏地域創造ファンド           事業の種類 草の根⽀援事業 2019 
資⾦分配団体事業名   NPO による協働・連携構築事業              実施期間 2020 年 4 ⽉〜2023 年３⽉ 

1 事業概要  

社会課題 

家庭の中、社会の中において孤⽴する「社会参加不全」の若者が増加傾向にある。その理由に
は、核家族化があり、家庭内における⽂化的貧困から、個⼈主義が強まり、社会に繋がるため
のコミュニティを持ちづらい傾向がある事があげられる。不全の兆候は中⾼⽣の時点で現れ
る事が多く、そのサインに気づき、切れ⽬のない⽀援の路線に乗せるプラットホームの存在が
必要と考えられる。 

事業概要 
対象者 

東信地域在住の社会参加不全状態にある⼦ども・若者及びその家族（直接対象者） 
侍学園スクオーラ・今⼈にて若者⾃⽴⽀援活動に従事するスタッフ（間接的対象者） 

中⻑期 
⽬標 

１、映画館という場を通じて、家にこもりがちな⼦どもたちやその家族が社会と接点を持ち、
切れ⽬のない⽀援の路線に乗せるプラットホームを持った地域社会になる。 

２、映画館をはじめとする地域にある様々なセクターが、⽣きづらさを解消するセーフティネ
ットとして連携し、機能していく地域社会になる。                                                                                                                 

３、⻑野県の上⽥市を中⼼とした東信地域に在住する⼦ども・若者で、社会参加不全の状態に
ある者の減少に繋がる活動を⾏う⼈材育成のスキームができている。 

活動⽅針 

・うえだこどもシネマクラブの無料上映会と同時に無料のコミュニティカフェを開催。カフ
ェの運営は侍学園の⽣徒とスタッフ（総合⽀援⼠）が⾏う。不登校児童⽣徒及び若年無業
者、保護者を中⼼にどなたでも利⽤可能。 

・侍学園理事⻑による公開授業を年 3 回開催。授業内容は主に不登校、引きこもり状態の若
年者や若年無業者、その保護者向けに⾏う。無料相談会を同時開催し、不登校や引きこも
りについての相談を受ける。 

・総合⽀援⼠の育成、スキルアップが⾏われ、不登校児童⽣徒及び若年無業者が学校や社会
へ繋がる機会と時間を増やす。 

 
 

 
 
 
 
 

コミュニティカフェの様⼦          公開授業の様⼦ 2022/8/27 
３ 年 間 の 活 動 の 成 果 

対象者（不登校児童⽣徒及び無業若年者層）が家庭以外の場所を持つようになった。 43 名 
  
対象者がコミュニティカフェに継続的に参加し、運営の⼀部を担う。 44 名 
  
学校関係者の不登校児童⽣徒等の問題への関⼼が⾼まり、本事業の内容を知り、
関わるようになる。 24 名 
  
東信地域で複数の⽀援機関がつながり、包括的⽀援を⾏う。 8 団体（コア） 
  
総合⽀援⼠のスキルアップが進み、不登校児童⽣徒及び無業若年者層⽀援機関や
居場所につなげた。 36 名 
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２ 事業計画の記載内容  

２−1 主な活動とアウトプット  ※アウトプットの⽬標達成時期は、断り書きがない限り、2023 年３⽉ 

活動１  
・1-1:コミュニティカフェを実施する（2020 年度⽉１回、2021 年度⽉ 2 回、2022 年度⽉３回） 
・1-2:映劇における公開授業及び無料相談会を⾏う（年 3 回） 
・1-3:上⽥映劇主催の無料上映会の企画・運営協⼒（年 4 回） 

 

アウトプット 
⻑野県東信地域において、不登校児童⽣徒及び無業若年者、その家族が、本事業の内容（コ
ミュニティカフェ、公開授業・相談会）を知り、関わるようになる。 

指標 1 

①コミュニティカフェ利⽤者数 Ａ：当事者、Ｂ家族(以下、同） 
②公開授業・相談会参加者数 
初期値 ⽬標値 実績 
①データ無し 
②データ無し 

①100 名（年間） 
A：40 名 B：60 名 

②80 名（年間） 
A ： 30 名  B ： 50 名

  

①１年⽬のべ 197 名  Ａ：181 名 Ｂ：16 名 
2 年⽬のべ 274 名  Ａ：226 名 Ｂ：48 名 
3 年⽬のべ 392 名 Ａ：306 名 Ｂ：86 名 

３年間の利⽤者の実数（のべではなく） 
①99 名（カウント上の若⼲の誤差が⾒込まれる） 
②34 名（カウント上の若⼲の誤差が⾒込まれる） 
②１年⽬ 52 名      Ａ：28 名  Ｂ：24 名 

2 年⽬ 31 名      Ａ：6 名    Ｂ：25 名 
3 年⽬ 38 名      Ａ：28 名   Ｂ：10 名 

 

活動２  
・コミュニティカフェの運営を当事者参加型で⾏っていく上での⼿法を検討し、結果を踏まえて改善する 
・コミュニティカフェの運営を当事者参加型で⾏う（2020 年度⽉１回、2021 年度⽉ 2 回、2022 年度 

⽉３回） 
・コミュニティカフェ内のディスプレイなど空間整備を当事者である⼦ども・若者たちの意⾒を取り⼊れ

ていく。  

アウトプット ⻑野県東信地域において、不登校児童⽣徒及び無業若年者が、コミュニティカフェ事業に
継続的に参加し、運営（の⼀部）を担う。 

指標 ２ 
コミュニティカフェ運営者数・協⼒者数 
初期値 ⽬標値 実績 
データ無し 30 名（3 年間） 43 名（内侍学園⽣徒 24 名 

⼀般 19 名） 
   
活動 3  
・学校関係者に対して、活動 1 の 1-1、1-2、1-3 の周知活動を⾏う。 
・東信⼦ども若者サポートネット地域協議会を通して広報・周知する。 

 

アウトプット ⻑野県東信地域において、学校関係のこの問題に関する関⼼・認知が⾼まり、本事業の内
容を知り、関わるようになる。 

指標 3 

①コミュニティカフェ利⽤学校関係者数 ②公開授業・相談会参加学校関係者数 
初期値 ⽬標値 実績 
①データ無し 
②データ無し 

①20 名（年間） 
②30 名（年間） 

①1 年⽬のべ 28 名 
2 年⽬のべ 20 名 
3 年⽬のべ 18 名 
②1 年⽬不明（アンケート・名簿
の記録で判断できず不明）   
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2 年⽬ 6 名  
3 年⽬ 6 名 

 

活動 4  
・アイダオと連携して市内ＮＰＯ等の関係者、医療機関や上⽥映劇周辺商店街等に周知し、協⼒を呼びか

ける。 
・上⽥映劇・アイダオ・侍学園（東信⼦ども若者サポートネット地域協議会）を通して、市⺠ボランティ

アを募集し、活躍の場をつくる。 
 

アウトプット 
⻑野県東信地域において、関係団体・関係者が不登校児童⽣徒等の「⽀援の場所」「居場所」
として、映画館の活⽤に参画・協⼒する。 

指標 4 

①来場者の所属機関の数（学校・病院・その他の⽀援団体等） 
②イベント等の情報を得た場所の数 
③コミュニティカフェや公開授業をサポートする市⺠ボランティア数  

初期値 ⽬標値 実績 
①データ無し 
②データ無し 
③データ無し 

①30 カ所 
②30 カ所 
③10 名 

①32 カ所 
②96 カ所 
③19 名 

 
活動 5  
・総合⽀援⼠がコミュニティカフェ等の参加者に対して、状況に応じたアフターケアを⾏う（個別相談・
保護者相談・場合によりアウトリーチなど） 

・総合⽀援⼠のアフターケア活動の記録・成果をまとめ、⽀援プランを開発する。 
 

アウトプット 
総合⽀援⼠が本事業にて経験値を重ね、スキルアップすることにより、継続的なアフター
ケア活動のモデルができる。 

指標 5 

①コミュニティカフェの参加者に対してアフターケアを⾏った数 
②公開授業・相談会の参加者に対してアフターケアを⾏った数 
③アフターケアの蓄積により開発した⽀援プラン数 
初期値 ⽬標値 実績 
①データ無し 
②データ無し 
③データ無し 

①30 名 
②30 名 
③10 

①10 名 
②10 名 
③８ケース（11 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

２−２ ３年間のインプット 
 計画値 実績値 

資⾦ 

事業費 （⾃⼰資⾦含む） 事業費 （⾃⼰資⾦含む） 
直接事業費 
管理的経費 
コロナ緊急⽀援 

6,403,800 円 
0 円 

377,898 円 

直接事業費 
管理的経費 
コロナ緊急⽀援 

6,403,800 円 
0 円 

377,898 円 
評価関連経費 209,098 円 評価関連経費 70,000 円 

⼈材 
内部：合計２⼈（担当者１⼈、事務局 1 ⼈） 
外部：合計１０⼈ 

（うち教育専⾨家、⽂化専⾨家 5 名） 

内部：合計 2 ⼈（担当者と事務局 1 ⼈、担当補
佐 1 ⼈） 
外部：合計 7 名（SSW2 名、⽀援員 4 名、教諭
1 名） 

資機材・
その他  空気清浄機付きエアコン 

 
１）資⾦インプットの特徴、主要な⽀出項⽬ 
給与⼿当 
什器備品費→コロナ対策でカフェ内に空気清浄機付きのエアコンを設置した。 
⾷材費→コミュニティカフェでの飲料、菓⼦類、焚⽕の際の⾷材等 
消耗品費、通信費、広告宣伝費、旅費交通費、諸謝⾦ 
 
２）⾃⼰資⾦の種類、資⾦調達で⼯夫した点 
本体事業（侍学園）からの資⾦ 
 
３）⼈材インプットの役割分担等 

内部担当者 
平形有⼦（侍学園：活動⽀援、事務局） 
⻑岡秀貴（侍学園：公開授業、スタッフ研修講師） 
森⽥芳⽂（侍学園：活動⽀援） 
⾼橋華恵（アイダオ：活動⽀援、経理関係） 
泉佳織（アイダオ：活動⽀援） 
直井恵（アイダオ：活動⽀援、広報） 
⻑岡俊平（上⽥映劇：活動連携） 
外部担当者 
続⽊奏絵（⽀援コーディネーター：アドバイザー） 
天野みちる（SSW：アドバイザー） 
⾅井なずな（場⾯緘黙研究所：アドバイザー） 
平⽅素樹（養護教諭：アドバイザー） 
宮尾彰（東信こども若者サポートネット：アドバイザー） 
⽯井正宏（NPO 法⼈パノラマ：アドバイザー） 
⼩川杏⼦（NPO 法⼈パノラマ：アドバイザー） 
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３ 事後評価の⽅針  

３-１ 評価の体制 
外/内 ⽒名 所属・役職 評価の分野 
内部 平形有⼦ 侍学園スクオーラ・今⼈ アンケート調査、整理 
内部 直井恵 アイダオ 調査内容の精査 
内部 ⻑岡俊平 上⽥映劇 調査内容の精査 
内部 ⾼橋華恵 アイダオ 調査内容の精査 
外部 続⽊奏絵 ⽀援コーディネーター 調査内容の精査 
外部 平⽅素樹 養護教諭 調査内容の精査 

 
 
３-２ 事後評価のポイント  

１ 対象者（不登校児童⽣徒及び無業若年層）が家庭以外の居場所を持つようになったか。 
２ 対象者がコミュニティカフェに継続的に参加し、運営の⼀部を担うことができたか。 
３ 学校関係者の不登校児童⽣徒等の問題への関⼼が⾼まり、本事業の内容を知り、関わるように

なったか。 
４ 東信地域で複数の⽀援機関等がつながり、包括的⽀援を⾏うことが可能になったか。 
５ 総合⽀援⼠のスキルアップが進んだか。その結果、接触や対応が難しかったケースについて⽀

援機関や居場所につなげることができたか。 
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４ 事業の主要な成果と、それを実現した要因分析 

※アウトカムの⽬標達成時期は、断り書きがない限り、2023 年３⽉ 

４-１ 対象者（不登校児童⽣徒及び無業若年層）が家庭以外の居場所を持つようになっ
たか。居場所と繋がったポイントは何か。 

成果 1 
コミュニティカフェに参加した⼦ども、若者が何らかの物、場所、⼈に興味関⼼を
持つことにより、※43 名が家庭外の居場所を持った、また 33 名が持ち続けてい
る。 

アウトカム 
指標 1 

① 家庭外の居場所を持っていると回答した当事者の数  
② 何らかの居場所に継続して繋がっている当事者の数 （6 ヶ⽉以上継続） 
初期値 ⽬標値 実績 
① データ無し 
② データ無し 

①⽀援対象地域全体５０名 
③ ⽀援対象地域全体３０名 

①43 名 
②33 名 

評価⽅法 

コミュニティカフェの利⽤者を対象にアンケート調査を実施。（2021 年 9 ⽉ 10 ⽇〜９⽉
30⽇）（調査対象：60⼈、アンケート回収数 54⼈） 
総合⽀援⼠が、コミュニティカフェ開催時の各回報告書（2020/7〜2023/1 までの全 53 回）
から、4 回以上の参加者を抽出した。 
2023/1/23 拡⼤ケース検討会議にて協議、分析をした。（侍学園平形、アイダオ直井、⾼
橋、⽀援コーディネーター続⽊、養護教諭平⽅の計 5名が出席。） 
コミュニティカフェの利⽤者を対象にオンラインアンケート調査を実施。（2023 年 12 ⽉
10⽇〜２⽉ 2⽇）（調査対象：187 ⼈、アンケート回収数 22⼈） 
上記調査結果資料を２⽉７⽇ZOOM会議にて侍学園平形、アイダオ直井、⾼橋、上⽥映劇
⻑岡、⽀援コーディネーター続⽊、養護教諭平⽅と共有し分析した。  

※43 名＝成果 5 と同じコミュニティカフェ⾃体も居場所と考え、毎⽉の報告書から４回以上カフェに通って
いる 36 名＋外部へ繋いだ 3 名で 39 名。＋2021/9 のアンケート 4 名ほど外部に繋がり始めたものを含む。 

１）活動内容＆活動から⽣まれた成果    
●直接的⽀援から間接的⽀援への⽅向転換   
・上⽥映劇の空き部屋に、対象者の居場所となるコミュニティカフェ（愛称；サムカフェ）を、無料上

映⽇に設置した。 
・事業計画の時点から最初の半年くらいまでは、「コミュニティカフェの利⽤者の悩みを聞き、問題を解
決すること」を念頭に置き、相談がしやすい状況作りを意識していた。例えばカフェの中で出来ること
をメニュー化し、その中に相談を⼊れて掲⽰した。総合⽀援⼠のネームプレートを作り、スタッフであ
ることを強調。また関係団体に依頼して、敢えて相談者をカフェに連れてきてもらうこともあった。 

・しかし、そもそも利⽤者がいなければ相談どころではなく、まずは集客を考えて、無料の飲み物、ポ
ップコーン、本やボードゲーム、ワークショップなどを常に⽤意し、来場が楽しみになるような⼯夫を
努めた。その結果、⼦どもや学⽣、保護者、近所の住⼈、通りすがりの⼈まで、毎回 20 名〜30 名程の
利⽤があった。 

・そのような状態が 3 年⽬に⼊り、スタッフと利⽤者、利⽤者同⼠の間にも安⼼感や信頼関係が⽣まれ、
愚痴や悩みを吐き出せる状態も⽣まれてきた。相談者、⽀援者として利⽤者に向き合う直接的⽀援で
はなく、利⽤者が安⼼していられる⽀援の匂いのしない環境を⽤意する間接的⽀援に転換したことが、
⽀援の網⽬からこぼれてしまった不登校児童⽣徒やその保護者、若年無業者の居場所として定着した。 

・⽀援⼠側からすると、直接⽀援できない（相談に⾄らない）状態がもどかしく、無⼒感さえ持つ時期
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もあったが、拡⼤ケース検討会議（2023/1/23 開催）にて総合⽀援⼠の在り⽅を検討した際に、この間
接的⽀援が⾼い効果をあげているというご意⾒をいただいている。 
※別添資料あり 2023/1/23拡⼤ケース検討会議議事録 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティカフェの様⼦ 

 
●選択肢が複数ある場の提供 
・コミュニティカフェはこどもシネマクラブの無料上映会に同⽇開催した。場所は映画館の空き部屋を

利⽤してスタートしたが、事業スタート後にプロのカフェオーナーが賃貸し、本格的なカフェスペー
スとなった。その場を、⽉に 1〜2回お借りし活動した。 

・⽩を基調とした明るく落ち着いた雰囲気のカフェ内で、10 種類程の飲み物を無料提供し、ポップコー
ンマシーンで出来⽴てのポップコーンも配った。おしゃべり、読書、⼯作を中⼼としたワークショッ
プ、ボードゲーム等が⾃由にできる。シネマクラブの映画を観ても良いし、カフェで過ごしても良い
し、ロビーやエントランスで個々に過ごすこともできる。個でいても、⾃宅の部屋で⼀⼈で過ごすの
とは違う。映画館というひとつの建物の中にたくさんの誰かが過ごしている中での個は、全く意味が
違う。必ず何かしら、⼈と⼈との繋がりが⽣まれる。 

・この効果に関しても、実施者には⾔語化できなかったことを、拡⼤ケース検討会議（2023/1/23）に
て評価をいただいた。 

※別添資料あり 2023/1/23拡⼤ケース検討会議議事録 

 

 

 

 

 

 

                        カフェでポップコーンを作るこどもたち 

 

２）成果につながった要因は何か。 

●⽀援臭がしない場所とコミュニケーション 
・コミュニティカフェの利⽤者を対象にアンケート調査及び総合⽀援⼠が、コミュニティカフェ開催時
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の各回報告書（2020/7〜2023/1 までの全 53回）から、4回以上の参加者を抽出した調査の結果、43名
が家庭外の居場所を持ち、33名が持ち続けていることがわかった。 
・居場所を持つことにつながった要因として、2022/9/27 の拡⼤ケース検討会議にて SSW から出た⾔
葉「⽀援の臭いがしない場所だから、カフェもシネマクラブも良い」。この⽇ 6つのケースを⽤意し、
カフェ内で把握したそれぞれの問題や課題を、SSW や⽀援コーディネーターの情報と意⾒を取り⼊
れ、⽀援⽅針を⾒出す予定だった。これが事業開始時からの我々の⽬的だったからだ。学校側から⾒
える対象者の問題等は共有できたが、カフェにいるスタッフ（総合⽀援⼠）が改めて⾏うことや⾏っ
てほしいことは上がってこなかった。なぜならば、それは既に SSW 達⽀援者が⾏っていることであ
り、そこにもマッチングしなかった（マッチングする時期ではなかった）こどもたちがこの場所に来
ているからだ。学校とは違い、「必ずこれをしなければいけない」というものがない。だから切り込ん
だ⽀援をむしろせず、「今のままで存在してほしい」と 3名の⽀援者より依頼された。 

 
３）成果を表す 

〇参加者の声 
「親友ができた」 
「初めての時は緊張してはいれなかったけど、2回⽬は⼊れた。喋れる⼈が出来た。」 
「娘がサムガクの⼥性と恋バナをしたとか、可愛いと⾔ってました。私は、そこで不登校の中学⽣の男

の⼦が話してくれるので、息⼦、娘も不登校だったので、話を聞けて嬉しいし元気が出ます」 
「まったりした場所、話を聞いてもらえるのんびり出来る場所。」 

といったように、相談場所といった堅苦しい雰囲気でなく、⾃由でゆったりとした雰囲気の中で、寛
ぎ、他の場所では得られなかった「普通」の状態を気に⼊っていることがわかる。 

 
以下のネットアンケートでの回答（10件）にもその傾向がみられる。 
（ピンクはその他⾃由欄） 

 
・また 1 回⽬の拡⼤ケース検討会議にて 
「通りすがれる場所」「来てもいいし、来なくてもいい」（宮尾） 
「⽀援者がいると嫌で離れてしまう⼦がいる」（直井）といった意⾒もあった。 
 
４）気づきと今後に向けて  

今回の事業で１番⼤きな気づきはここにある。⽀援の臭いがしない場所、つまり指導や教育の気配
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がないことが、訪れる⼦ども若者たちの安⼼感につながっているということである。彼らの問題を聞
き、⼿助けをしたり、別の必要な機関につなぐことは⼤切な役割だが、⽉に 2回しかないこのカフェ
にそれを求める利⽤者は少ない。映画の無料上映と合わせ、落ち着いたカフェスペースで⾃由に過ご
せる。学校の代わりに⾏かされる場所ではなく、⾏きたいと思える居場所のひとつに、このカフェは
なれていると感じる。     

最近は⼦どもたちでカフェ内が溢れているときはロビーで過ごし、⼈が減るとカフェに来て、近況
報告をしてくれる中学⽣や⾼校⽣、その保護者が増えてきた。愚痴のような相談のような話も出る。3
年かけて出来てきた関係だ。今後相談業務が⼊ってくる可能性を視野に⼊れつつ、このカフェを維持
していきたい。 

 
４-２ 対象者がコミュニティカフェに継続的に参加し、運営の⼀部を担ったか。 
成果２ 

対象者がコミュニティカフェに 4 回以上継続的に参加し、43 名が運営の⼀部を担うよ
うになった。 

アウトプット 
指標２ 

コミュニティカフェ運営者数・協⼒者数 
初期値 ⽬標値 実績 
データ無し 30 名（3 年間） 44 名（内侍学園 24 名） 

評価⽅法 

コミュニティカフェ開催時に毎回記録する報告書の『good point』の「利⽤者」または「ワ
ークショップ」欄を参照。主にカフェ業務やワークショップを担当・協⼒した対象者を抽
出し、運営協⼒者リストを作成した。（2020/7/30〜2023/1/23 の間に 52 回開催） 
上記内容を 2023/1/23 拡⼤ケース検討会議にて協議、分析をした。（侍学園平形、アイダ
オ直井、⾼橋、⽀援コーディネーター続⽊、養護教諭平⽅の計 5名が出席。） 

 
１）活動内容＆活動から⽣まれた成果    
●侍学園の⽣徒がカフェのカウンターに⽴った意味 

 ここでいう対象者とは、カフェや上映会の参加者及侍学園のカフェ運営者をさす。 

 不登校や引きこもり経験を持つ侍学園の⽣徒がカフェのカウンターに⽴ち、飲み物の提供や接客をす
ることは、事業計画当初からあった。就労の準備段階にある彼らに、プレッシャーの強くない気軽な就
労体験の意味もあった。1 年半程は「きちんと接客をしなければ。お客様と会話をしなければ」という
雰囲気をスタッフが強く出していたので、⽣徒も緊張感があった。しかし、シネマクラブの利⽤者増と
同時に、コミュニティカフェの利⽤者が低年齢化していき、雰囲気も変わっていった。こどもを⾒守り
つつ⼀緒に遊び、話して過ごす姿が多く⾒られるようになっていった。⾃分が何とかならなくちゃとい
う考えから、徐々に、カフェの利⽤者に対してどうすべきかという思考に切り替わってきており、内側
から外側への意識の切り替えが起こっている。 

 その変化について資⾦分配団体から分析⽅法のサポートを受けながら可視化を⾏った。各回カフェに
参加した⽣徒と振り返りを⾏い、よかった点＝Good ポイントと改善したい点＝Bad ポイントとしてあ
がった発⾔を記録化したコミュニティカフェ報告書 （2020/7〜2022/9）の中から、⽣徒のコメントの
傾向をグラフ化した。3）のグラフ参照 

  
●利用者の「表現したい」「やってみたい」を叶える場所 

カフェでは毎回、何らかのワークショップを⽤意してきた。2 年⽬からは利⽤者が講師になり、持ち
込み企画を⾏うことも増えた。カフェのカウンターに⽴つことを希望した利⽤者は 3名。内 1名は、い



10 

つも店内が込み合うと⼿伝ってくれている。またコロナ禍の為、屋外でのカフェ希望もあり、3 年⽬か
らは侍学園園庭にて焚⽕カフェも開催。近くの⻑野⼤学の学⽣が参加し、焚⽕の準備から⽚づけまで⾃
分たちも楽しみつつ⼿伝ってくれるようになった。 

 
２）成果につながった要因は何か。 

●ピアサポーターとしての侍学園⽣徒 
侍学園の⽣徒がカフェのカウンターに⽴つ意味の中には、不登校、引きこもり経験者としてピアサポー
ター的な存在の狙いもあったが、あえて彼らの背景を利⽤者に伝えることはなかったので、そこを狙っ
ての利⽤はほとんどなかった。社会参加を⽬指して努⼒している彼らにとって、他⼈に過去を知られる
ことは望まない場合が多い為、敢えての周知はしなかった。 

 

●毎回同じ雰囲気、でも毎回新しいがある場所 

 コミュニティカフェでのワークショップは、毎回内容を変えるように⼯夫してきた。 
・難しすぎない 
・こどもから⼤⼈まで楽しめる 
・お⼟産にできる（持って帰れるものがあると、そこから家族間に会話が⽣まれる。） 
ただお喋りをするのはコミュケーション⼒が問われるが、何かしら共通のやることがあれば、⾃然に会
話が⽣まれる。また、利⽤者にアイデアを募集すると、カフェの利⽤回数が⾼い⼈ほど持ち込み企画を
出してくれる傾向があった。別添の運営協⼒者リスト参照 
 

３）成果を表す声やエピソード 

①侍学園の⽣徒がカフェの運営に関わった際、⾃らの⾏動をどう振り返ったか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
②⾃分の⾏動で Good と感じたポイントは、どのように変わったか 

「場に慣れる」という切り⼝から、「主体性の発揮」「コミュニケーションの向上」が実感できるよう 
になってきている。 
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③⾃分の⾏動で Bad と感じたポイントは、どのように変わったか 

「声や話ができなかった」という切り⼝から、「カフェでの仕事」「場を楽しくする」という点を意識
して振り返りがされるようになってきている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）気づきと今後に向けて  
映画を観る、ワークショップに参加する、ドリンクの提供をする、ポップコーンを作る、おにぎり

を握る、掃除をする、全て学びだ。それらを映画館という⽂化的な施設の中で⾏うということがポイ
ントとなっている。「学びたい」という気持ちは誰にでもある。それが教科書を使ってではなく、映画
館やカフェで過ごす中での学びとなっている。初期段階では利⽤者のペースに合わせていたが、散ら
かした場所の掃除や、映画上映中にロビーで騒がないなど、マナーを伝え始め、利⽤者もそれに応え
てくれている。ただ遊びに来ているわけではないと⾔う感覚が、利⽤者や侍学園の⽣徒にもある。そ
して、保護者や学校教育側としては、もう少し、勉強をさせたい希望が⾒られる。アンケート調査の
中にも「勉強を教えてほしい」という保護者からの希望が複数あった。今後は対象者から希望があれ
ば（聞き取ることができれば）、勉強の時間やスペース・⼈を⽤意したい。そこで勉強も⾯⽩い、勉強
している姿はかっこいいと⼦どもたちが触発されていくような⼯夫ができれば更に良い。 
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４-３ 学校関係者の不登校児童⽣徒等の問題への関⼼が⾼まり、本事業の内容を知り、
関わるようになったか。 

成果３ 
23名の学校関係者がコミュニティカフェ及び公開授業に参加、または対象者に参加を
促した。 

アウトプット 
指標３ 

①コミュニティカフェ利⽤学校関係者数 
②公開授業・相談会参加学校関係者数 
初期値 ⽬標値 実績 
①データ無し 
②データ無し 

① 20 名（年間） 
② 30 名（年間） 

①13 名（3 年間） 
②10 名（3 年間） 

評価⽅法 

・コミュニティカフェ及び公開授業の開催時に毎回記録する報告書の来客名簿を参照。総
合⽀援⼠が学校関係者を抽出。 

・学校関係を対象に「こどもシネマクラブ＆サムカフェ認知度調査アンケート」2023/1/20
〜2023/2/6まで実施。調査対象 83件：回収 28 件 

・上記調査結果資料を２⽉７⽇ZOOM会議にて侍学園平形、アイダオ直井、⾼橋、上⽥映
劇⻑岡、⽀援コーディネーター続⽊、養護教諭平⽅と共有し分析した。 

 
１）活動内容＆活動から⽣まれた成果    
●チームで連携し、毎⽉学校へイベント告知  

アイダオ、上⽥映劇と協⼒し、こどもシネマクラブのチラシにサムカフェ（コミュニティカフェ）
も載せてもらい、学校関係に毎⽉配布した。 

認知度調査アンケートではサムカフェを知ってはいるものの（12 ⼈、回収数 28 名の 43％）、ご
⾃⾝で参加した⽅は 0 ⼈である。しかし実際にカフェに来場した⽅は、報告書から拾えるだけでも
13 名の学校関係者（SSW や⼤学、⾼校の先⽣、中間教室の先⽣等）がいる。基本カフェではどな
たでも気軽に⽴ち寄ってもらうようにするため、名前や職業を記⼊してもらったり、尋ねることは
なく、シネマクラブ側に確認して把握していた。そのため、もっと多くの学校関係者の利⽤の可能
性はある。 

 
●初の⽀援者向け公開授業を開催 
 2021/12/11 に上⽥映劇にて公開授業を開催。通常は⽀援対象者またはその保護者向けの授業内
容だが、初めて⽀援者向けに開催した。ゲストは⻑野県東信地区にて活動する SSW の天野みちる
さんを迎え、侍学園理事⻑⻑岡との対談を⾏った。「公⽴の学校」と「⺠間⽀援」との間のギャップ
や、連携の可能性などを話していただいた。この際のアンケートにて把握できた学校関係者は8 名。
44 名の来場者があったので 2 割が学校関係者ということで、関⼼の⾼さが伺える。またアンケー
トの回答にも興味深いものが多かった。３）のアンケート抜粋参照。コロナ禍の為、公開授業は録
画し、後⽇ YouTube にアップしており、1時間半という⻑さだが 211 回視聴されている。またその
後の公開授業では⽀援対象者向けだったが、2022/8/27に学校関係者が参加している。 
 
２）成果につながった要因は何か。 

⽬標値は①年間で 20 名→実績 3 年で 13名、②年間で 30 名→実績 3 年で 10 名とかなり、⽬標からは
遠い数字となった。学校関係者に限らず、多くの利⽤者を期待していたが、2020年春から始まったコロ
ナ禍により、ほとんどの時期（特に事業開始から 2 年間）は、密を避け、⼈との接触を避ける必要があ
ったため、来場は⼤幅に制限されたことが原因と思われる。 
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３）成果を表す声・データ等 

●2021/12/11 ⽀援者向け公開授業アンケート回答 

＜学校関係者のコメント抜粋＞ 
・学校が社会とつながっていく必要性をかんじました。影響をお互いに与え合いたいと思いました。 
・学校の先⽣は発達障害の⼦への対応にとても不安をかかえているから診断を求めるのかもしれないな

とおもいました。しかし、診断があってもその⼦の幸せに向けた⽀援の質に変化があるとは思えない
ことがあります。診断の有無に関係なく、学校はその⼦のニーズに合わせて適切な⽀援を⾏うことが
前提であるので、学校の教員の質の向上もともに考えていかないといけないと思いました。 
まずは、学校の先⽣の⼼のサポートを、次に、特別なニーズがある⼦への具体的な⽀援のサポートを
していきたいと思いました。 

・学校だけじゃないよ、はよくわかりました。他のところを紹介するにしても「⾏政通してから」とい
うルールなんかあったり、「⼿帳がいる」とかあったり、そもそも保護者も本⼈も学校から外れるこ
とに残念さを感じられたり、たりばかりという、学校現場もあるよね…と思ってきいておりました。 

・⽀援者という⽴場ですが、特性を持った⽅々が、⾃分の持っている得意なところを⽣かし、苦⼿なと
ころを補えるようにサポートしていきたいです。共感するところがありました。 

・本⽇も新しい視点をありがとうございました。特別⽀援学級を担任していますので、さっそく来週か
ら⽣徒を⾒る⽬、接し⽅をチームで考えていきたいと思います。 

・毎回、侍学園の企画では⼼にひびくお話を聞くことができ、とても勉強になります。1 ⼈ 1 ⼈を⼤切
に考え、その⼦、その家族を⽀える仕事になるよう、学校も⼒をそそぎたいと思います。 

 
４）気づきと今後に向けて  

この事業を始めて分かったことは、学校関係者の認知度を上げることは新聞などメディアに取り上
げ上げられる事で⼀気に広まるが、なかなかその内容までは伝わりきらないということである。その
ため、⾒学や体験が⼀番有効なのだが、距離を理由に敬遠されるケースが多い。⼀度⾜を運んでもら
えれば、かなり上⽥市から離れた市からも継続的な利⽤が⾒られる。そういったケースの紹介もして
いきたい。 

またコミュニティカフェは映画に⽐べ、少ない費⽤で⾝軽に動ける。この利点を活かし、出張カフ
ェの拡⼤を⽬指す。現時点では、2 ⽉末に⻑野⻄⾼サテライトにて校内の居場所カフェをプレオープ
ン予定である。新しい層の⽀援ができることを期待する。 

 
 
４-４ 東信地域で複数の⽀援機関等がつながり、包括的⽀援を⾏うことが可能になった

か。 
成果４ 

本事業に興味関⼼を持った 8つの団体⼜は個⼈と協議・検討し、8件（13名分）の⽀
援を⾏った。 

アウトカム 
指標４ 

複数の⽀援者・⽀援機関がつながって当事者に包括的⽀援ができたケース数 
初期値 ⽬標値 実績 
データ無し 10 件 8 ケース（13 名分） 

2022/9/27 6 ケース 
2022/10/20 1 ケース 
2023/1/23 1 ケースだが、同じ問題を抱える 5 名の利⽤者
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についての検討を⾏った。 

評価⽅法 拡⼤ケース検討会議（①2022/9/27、②2022/10/20、③2023/1/23）において、ケース資料
を元に、外部の専⾨家を含め検討、分析を⾏った。 

 
１）活動内容＆活動から⽣まれた成果    
●活動から 2 年半で記録したケース資料を基に 6 つのケースを検討 

2022/9/27 参加者：SSW 天野、⾅井、⽀援コーディネーター続⽊、東信こども若者サポートネッ
ト宮尾、侍学園平形、アイダオ直井、⾼橋、上⽥映劇⻑岡 計８名 

ここでの包括的⽀援とは、複数の⽀援者・⽀援機関がつながって⽀援している状況を指す。また、総合
⽀援⼠とは、この事業における対象者へのサポートを⾏う役割を意味する。それぞれの対象者の紹介者
でもある外部⽀援者の⽅と、コミュニティカフェで総合⽀援⼠が把握した内容の共有と外側の⽀援の共
有を⾏った。3）のケース資料参照。どのケースも本事業に関わり始めてからは、安定または好転してい
る為、「この⽀援形態をキープしてほしい」とご意⾒をいただいた。この後の、サムカフェという居場所
のあるべき姿、望まれる姿が少しずつ⾒えてきた。 

 
●対象者とつなぎ先で起こった問題について緊急会議 
2022/10/20 参加者：いろいろクラブスタッフ伊藤、⽀援コーディネーター続⽊、侍学園平形、森
⽥、アイダオ直井 計５名   

サムカフェやシネマクラブの利⽤者が、つなぎ先での活動内容について意⾒があり、対応に不満を抱く。
不満感が⾼まり、つなぎ先 1団体での対応は難しいとケース検討会議を開催。つなぐ以前から対象者と
関わってきた関係もあり、良い形で再びこちら側（シネマクラブ、サムカフェ）に意識を向けさせたい
という意⾒で⼀致。また舞台づくりから始まった問題のため、なんらかの舞台を⽤意したいとのことで、
同年 11 ⽉のシネマクラブシンポジウムの舞台に登壇を依頼し、快諾。つなぎ先の団体との関係も、そ
の後安定した。⽇頃から協⼒関係にある団体同⼠ということもあり、即効性のある対応ができた。 

 
●今後のコミュニティカフェ、総合⽀援⼠の在り⽅についての⾔語化 

2023/1/23 参加者：養護教諭平⽅、⽀援コーディネーター続⽊、侍学園平形、アイダオ直井、⾼
橋 計 5名 
学校へ⾏かない選択をしている 2つのグループへの対応を検討。その流れで、総合⽀援⼠の在り⽅を⾔
語化する機会となった。事業開始からずっと迷いのあったコミュニティカフェでの⽀援の仕⽅について、
はっきりと答えが出た。相談業務などの直接的⽀援から⼊るのではなく、場所や⼈、ツールを⽤意し⾒
守る間接的⽀援がこのカフェの価値である。そこで信頼関係を作ってからの直接的⽀援であることが明
確になった。3）の 2023/1/23拡⼤ケース検討会議議事録参照。 

 
２）成果につながった要因は何か。 

今回、この拡⼤ケース検討会議に関わった外部の⽀援者は、全て 1 ⼈以上の対象者を、本事業につな
いでおり、対象者がなかなか出会えなかった居場所として預けてくれている。そのため、情報の共有も
スムーズで、形だけではない必要な⽀援情報を共有することができた。 

しかし、実施するこちら側がこういった外部を交えてのケース検討に慣れておらず、特に初回は形式
にこだわり、うまく機会を活かせなかったことが反省である。2 回⽬は、緊急性も⾼く、各団体や⽀援
者の強みを活かし迅速な対応に繋がった。3 回⽬は実施者側では気づけなかった⽀援の在り⽅を、外側
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から冷静に判断していただき、今後の⽀援の⽅向性をはっきりさせることができた。 
 

３）成果を表す声・データ等 

別添資料 2022/9/27 ケース資料 6 ケース 
2023/1/23 拡⼤ケース検討会議議事録 

 

４）気づきと今後に向けて  
  相談業務のような直接的な⽀援を⾏わず、⼦どもたちが⾃分で選べる選択肢のある環境を⽤意し、
間接的な⽀援を⾏うということや、そういった場所の需要がこれほど⾼いことに、今まで気づかなかっ
た。むしろ、世の中には、そんなゆるい環境を準備した団体は⼭ほどあるものだと思い込んでいた。無
料なうえ、たいした⼿続きもなく参加でき、⼦どもも⼤⼈も⼀緒に（別々にも）過ごせる環境は希少な
ようである。 

 この場所を「預け先」「居場所」として預けてもらうことが増えている。 
今後もシネマクラブと連携して広報を⾏い、より多くの利⽤者・団体と繋がっていきたい。 

  

４-５ 総合⽀援⼠のスキルアップがはかられたか。その結果、接触や対応が難しかった
ケースについて⽀援機関や居場所につなげることができたか。 

成果５ 
総合⽀援⼠がコミュニティカフェのハード及びソフト⾯の準備・計画を⾏った結果、
コミュニティカフェ⾃体もひとつの居場所として認知され、平均 14.6名の参加者が利
⽤している。 

アウトカム 
指標５ 

事業スタート前は、接触・対応が難しかったケースについて、総合⽀援⼠が対応し、何ら
かの⽀援場所・居場所に繋いだ⼈数 
初期値 ⽬標値 実績 
データ無し 20 名 コミュニティカフェ利⽤者（4 回以上利⽤）  36 名 

その他の機関に繋いだ⼈数 3 名 

評価⽅法 

・コミュニティカフェ開催時の各回報告書（2020/7〜2023/1 までの全 53 回）から、参加
⼈数を抽出。アイダオと協⼒して記録するシネマクラブ参加者シートの備考欄と照合。 

・コミュニティカフェの利⽤者を対象にオンラインアンケート調査を実施。（2023 年 12 ⽉
10⽇〜２⽉ 2⽇）（調査対象：187 ⼈、アンケート回収数 22⼈） 

・上記調査結果資料を２⽉７⽇ZOOM会議にて侍学園平形、アイダオ直井、⾼橋、上⽥映
劇⻑岡、⽀援コーディネーター続⽊、養護教諭平⽅と共有し分析した。 

 
１）活動内容＆活動から⽣まれた成果    
 何らかの⽀援場所、居場所にこの事業⾃体も含まれるとすれば、この 3 年間でかなりの⼈数をつない
だことになる（のべ 777 名）。カフェを 4回以上利⽤したという⼈数は、3）にある最新のアンケート結
果では 4 名に留まっているが、⺟数が少ない。そこで、コミュニティカフェ開催時の報告書 53 回分か
ら、同じく 4回以上の利⽤者を抽出すると、36名が継続利⽤している。しかし、ここから総合⽀援⼠が
外部へリファーしたケースとなると皆無に等しい。まずはこの場所に慣れ、安⼼して通えるようになる
ことが優先されたことが原因だ。しかしコミュニティカフェという総合⽀援⼠が準備した空間と時間の
中で、様々な⼈や体験につなぐことはできた。ネットでの利⽤者アンケートから、そのことが読み取れ
る。3）のグラフ参照。 
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２）成果につながった要因は何か。 

●総合⽀援⼠の⽅向転換 

 当初、不登校児童や若年無業者の相談に乗り、必要な⽀援に繋ぐコンシェルジュ的なことが、総合⽀
援⼠の仕事と考えていた。しかし、どの現場でもそうだが、どこの誰かもわからない⼈に、いきなり相
談などできるものではない。そのため、いち早く利⽤者との信頼関係を深めようと焦っていた。2 年が
経ち、それでも相談的な雰囲気にはたどり着けず、無⼒感があったが、不思議なことに利⽤者は減らず、
むしろ増えている。 
その理由は、拡⼤ケース検討会議にて外部専⾨家の評価で理解できた。直接、対象者に踏み込んで⽀

援するのではなく、環境やツールを整え、選択できるようにし、様々な⼈や事に出会う機会を準備する
間接的な⽀援に切り替わっていたことが原因であると。 
 

３）成果を表す 

以下はコミュニティカフェ（サムカフェ）についてのアンケート調査結果のグラフである。 
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４）気づきと今後に向けて  
 事業開始当初は、要⽀援者をいち早く発⾒し、どこかへ繋ぐハブになることが総合⽀援⼠の役割と考
えていた。しかし、カフェにいると、お⼦さんをカフェに預けて、映画をお⺟さんがゆっくり⾒ている
という場⾯を毎回⾒かける。不登校の⼦どもと⼀⽇中⼀緒に過ごす⺟親にとって、⼀時の⺟⼦分離があ
ることが癒されると、1 ⼈の保護者が話していた。何かあればすぐそばにいける距離で、家族がそれぞ
れの時間を過ごすことの価値にも気づいた。 

 また、この頃ではカフェで寝る⼈や、本を読む⼈、絵を描く⼈など同時にいて、安⼼感を持ってくれ
ているのが分かる。この場所と時間と雰囲気を⽤意し、調整しているのが総合⽀援⼠のここでの役割な
のである。 

 今後も時間をかけて利⽤者との信頼関係を築き、今よりも 1歩踏み込んだ提案ができ、⼀歩踏み込ん
だ相談を受けられるような環境と関係づくりを続けていきたい。 

 

 

 

 

５ 特筆すべき成果  

〜予測していなかった成果、副次的な効果、注⽬すべきエピソード等〜 

５-1  コロナ禍で⽣まれた焚⽕カフェ 
 コミュニティカフェのスペースは狭い。カウンター3 ⼈、テーブルに 6 ⼈。10⼈も⼊ると完全な密状
態。コロナ対策でドアを開放し、空気清浄機も取り付けてもらったが、30 名以上の利⽤⽇などは、屋外
やエントランスも利⽤してもらう状態だった。コロナ禍もあり、利⽤を遠慮する⼈も現れた。 
そんな時にたまたま侍学園の庭でスタッフが趣味で始めた焚⽕に、カフェ利⽤者が興味を持ち、出張

サムカフェがスタートした。コミュニティカフェのリピーター、侍学園の⽣徒や卒業⽣、地元住⺠、近
くの⼤学の講師や学⽣、⼦連れの主婦など様々な年代・ジャンルの⼈が集まるようになった。はじめは
焚⽕で湯を沸かし、コーヒーを淹れるだけだったが、回を重ねるごとに、カップ麺やスープ、焼き⿃や
ベーコン、しまいには⿅⾁まで差し⼊れされるようになった。燻製を作ったり、ギターを弾いたり、⼩
説を読んだり、国際宇宙ステーションの通過を眺めたり、⼩さな⼦どもと遊んだり、誰もが義務ではな
く、⼼地よさを追求する。個のようで集団。集団のようで個。会話以外の空気で場を共有している。 

 
５-2 公⽴⾼校内での居場所カフェへの展開 
  ⻑野⻄⾼校の望⽉サテライトにて、居場所カフェをスタート予定。侍学園として相談業務から⼊る
予定だったが、サムカフェの経験を活かし、まずはコミュニティカフェでのお茶や軽⾷の提供からス
タートする。2⽉末にプレオープン予定、準備中。  
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６．協働・連携による課題解決の体制の充実 

６-１ チーム内の協働・連携 

１）チーム内で協⼒した内容  A0：アイダオ、A２上⽥映劇 

（1）コミュニティカフェ 

協⼒活動の項⽬ A0 A2 協⼒した内容 
広報 〇 〇 チラシの作成。Facebookやホームページでの告知。 
内容的な連携 〇 〇 ワークショップの開催。カタリバ開催。A2 と利⽤者アンケートを統⼀。利

⽤者のサポート。 
作業⾯の⼿伝い 〇  チラシの封⼊・発送。 
その他 〇 〇 ⽉ 1のケース検討会議。シネマクラブ参加者シートの記録。 
協⼒による効果   
 アイダオの協⼒により、コミュニティカフェの内容をシネマクラブのチラシに組み込んでもらい、学校・
⽀援関係各所に発送できたため、広域に周知が広まった。また各種メディアにシネマクラブが取り上げら
れた事により、コミュニティカフェの存在や意義も伝えることができた。 
 ワークショップの内容を協議し、開催中はサポートに回ってもらった。 

 

（2）拡⼤ケース検討会議、総合⽀援⼠の育成 
協⼒活動の項⽬ A0 A2 協⼒した内容 

広報 〇 〇 公開授業の告知。 
内容的な連携 〇 〇 拡⼤ケース検討会議を 3 回開催。公開授業会場の提供A2。 
作業⾯の⼿伝い 〇 〇 各種アンケートの整理、共有 
その他 〇 〇 ⽉ 1のケース検討会議。シネマクラブ参加者シートの記録。 
協⼒による効果 

総合⽀援⼠の在り⽅に限定せず、シネマクラブやコミュニティカフェの在り⽅として、関係団体からの
要望は「⽀援の臭いがしない場所が重要」だとあった。総合⽀援⼠がコミュニティカフェのハード⾯、ソ
フト⾯を⼯夫して準備することにより、映画を観ても、お茶を飲んでも、ゲームをしても、何かを作って
も、お喋りをしても良い。利⽤者が選択できる場所になった。そんな⾃由度のある中でも、最低限の礼儀
やマナーを利⽤者に伝えていく役割を総合⽀援⼠は担うようになっていった。 

 

２）⾃団体の貢献と体制整備 
（1）チームに対して⾏った協⼒内容、その効果   
・保護者が映画を観ている間の⼦ども、⼦どもが映画を観ている間の保護者の対応をし、そのことによ
り、利⽤者が利⽤しやすい環境を作れた。 

・ワークショップでは（毎回ではないが）、上映作品に関わるワークショップを⽤意し、作品に付加価値
を添えた。アイヌ⽂様のプラ板キーホルダー、防災スリッパ、天気図を読む、ミャンマー語・韓国語
講座等 

・利⽤者の中には、精神的に不安定な⼦ども若者が多い。侍学園はそういった若者の対応に特化してい
るので、メンタルダウン時の対応ができた。 
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（２）⾃団体の体制整備、知⾒やノウハウの蓄積についての変化・成果と評価 
 これまで独⾃の共育プログラムを⾏い、地元の団体との連携の機会が少なかった。今回、コンソーシ
アム事業となり、これまでのデータ蓄積に新たな発⾒があった。これまでは形式としてとっていた記録
がより良い⽀援の効果を⽰す有効なデータになり得ることを学べた。 
 
 
 
６-２ ⽀援対象者・参加者の参加促進、関係形成 

１）⽀援対象者・参加者の増加・広がりの実績、成果につながった⼯夫・協⼒等 

・他の⽀援団体が学校へ⾏っていない⼦どもたちの居場所のひとつとして、コミュニティカフェを定期
的に利⽤するようになった。 

・⼦育て中の⺟親が⼦どもをカフェに預け、映画を観るケースもある。 
・不登校などで⾃宅以外の昼間の居場所を求める層を紹介されるケースが増えた。 
・無料で⾷べて、飲めて、遊べて、話せる場所ということで、低所得層の利⽤も⾒られ始めた。 
 シネマクラブのメディア露出に便乗して、コミュニティカフェの利⽤者も増加。 
・⼦どもも⼤⼈も様々な⼈の利⽤を⽬的としているので、様々なツールを⽤意した。最近では好き嫌い

の激しい⼦どもや、低所得層の利⽤者の為に、「おにぎりを⾃分で握って⾷べる」「ストーブで味噌汁
作り」が⼈気である。家では⾷べない野菜を楽しんで⾷べている姿が⾒られ、保護者も驚いていた。 

 
２）⽀援対象者・参加者の変化、変化が⽣まれた要因・⼯夫 
・カフェのカウンター業務を⼿伝ってくれる。（中学⽣男⼦） 
・ワークショップ講師をしてくれる。（中学⽣⼥⼦ 2 名、⼤学⽣⼥⼦ 1 名、⼀般⼥性 3 名、⼀般男性 3
名） 

・ワークショップの準備や⼩さい⼦どもたちへのサポートをしてくれる。（中学⽣⼥⼦ 3 名、中学⽣男
⼦ 1名、⼀般⼥性 3名、⼀般男性 2名） 

・近隣の⼤学⽣が焚⽕の準備から⽚づけまで⼿伝ってくれる。 
変化を⽣むための⼯夫は、主催者側が楽しそうであることが⼤前提にある。楽しそうな⼤⼈、⾯⽩そ
うな⼤⼈、話を聞いてくれる⼤⼈が複数現場にいることで、対象者の興味関⼼につながり、⾏動につ
ながっている。 
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６-３ 課題解決に取り組む協⼒関係の変化 

１）本事業実施前／実施後の変化 

本事業実施前の関係  
 
侍学園の外に常に関係団体があり、 
協同で事業を⾏うことは少ない状態。 
 
 
 
 

 
事業を通してできた関係 1 アイダオ メディアへの告知、紹介 

学校、教育関係への広報 
チームで取り組んだことで、これまで

⾃団体だけでは発⾒できなかった層にア
プローチ可能になった。 
 また、⾃団体（侍学園の⽣徒）にも、
学校や他団体の⽀援にはなかった間接的
⽀援の場所を提供できた。 
 地域の⼀般学⽣との交流も⽣まれ、特
殊な⼈が集まる腫物のような場所ではな
く、社会の中の場所としてコミュニティ
カフェが位置づけられた。 

2 上⽥映劇 映画による学びの提供 
シネマクラブ利⽤者のコミュニティカ
フェへの誘導 

3 ハローアニマル ハローアニマル利⽤者のコミュニティ
カフェへの誘導 

4 サポートステー
ション 

サポートステーション利⽤者のコミュ
ニティカフェへの誘導 

5 SSW 学校からコミュニティカフェへの誘導 
6 ⻑野⼤学 学⽣によるコミュニティカフェのサポ

ート 
   
   
   

 
２）協⼒関係を構築する上での⼯夫 
⾃団体で抱え込まず、各団体の得意分野や持っているツールを最⼤限に活かして対応した。 

また対象者の⾏動や発⾔の記録を共有した。 
 

 

 

 

 

 

 
  

侍学園 
教員、⽀援団体 

⽀援会員 

保護者 
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７．結論、今後の展望、教訓 

７-１ 結論：中⻑期アウトカムに対する本事業の妥当性 

１、映画館という場を通じて、家にこもりがちな⼦どもたちやその家族が社会と接点を持ち、切れ
⽬のない⽀援の路線に乗せるプラットホームを持った地域社会になる。 

２、映画館をはじめとする地域にある様々なセクターが、⽣きづらさを解消するセーフティネット
として連携し、機能していく地域社会になる。                                                                                                                 

３、⻑野県の上⽥市を中⼼とした東信地域に在住する⼦ども・若者で、社会参加不全の状態にある
者の減少に繋がる活動を⾏う⼈材育成のスキームができている。 

事業実施プロセス ★★★☆☆ 事業成果の達成度 ★★★☆☆ 
★★★★★ 想定した水準以上にある   ★★★★  想定した水準にある  ★★★ 想定した水準にあるが、一部改善点が必要 

★★ 想定した水準に達するのに改善が必要   ★多くの改善の余地がある 

●上記のように結論を出した理由（結論の根拠を書くこと）  
1 と 2 については、下記のうえだこどもシネマクラブ及びコミュニティカフェの利⽤者アンケート結
果にあるように、5 割が家庭外の場所への興味を持ち、⾏動を始めていることが分かる。このアンケー
ト以外にも、コミュニティカフェを 4回以上利⽤した⼈数を報告書から抽出した結果、36 ⼈が利⽤して
おり、このカフェ⾃体も対象者が関わる社会のひとつとなり得ると考えている。セーフティネットの隙
間を埋める役割にある。 

3 については⼀部改善が必要と思われる。既にあるスキームを活かし、連携し、セーフティネットの
幅を広げることには成功している。しかしその⼈材育成にまでは期間内に辿りつけていない。侍学園と
して年 3回の公開授業や⽉に 1度のスタッフ研修を⾏い、⼈材育成を⾏ってきたが、内部にとどまって
いるところに改善が必要である。 
総合的に⾒て、コミュニティカフェのプレオープン時のチラシに書かれた⾔葉『ここは学校でもない。
お家でもない。相談所でもない。』『毎⽇頑張っているあなたが、ほっと休める場所、弱⾳をはける場所、
そして再び元気を取り戻せるような場所〜』に限りなく近づけていると思われる。 
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７-２ 今後の取り組み  

引き続き、アイダオ、上⽥映劇など他団体と連携を図り、事業を継続していきたいと考えている。シ
ネマクラブあってのコミュニティカフェではあるが、コミュニティカフェが映画館という箱の中で、利
⽤者に選択肢を増やしていることは重要なポイント。侍学園だけでなく地域の若者も巻き込んで、ワー
クショップやカフェ運営を⾏いたいと考えている。それにより、安⼼な環境の中で、新しい⼈やモノ、
コトとの出会いが増え、社会に踏み出すというよりも、社会が包み込んでいくような環境が⽣まれるこ
ととなるだろう。 
 本体事業と分離させず、侍学園としてもより価値のある場を⽬指したい。 
 
 
７-３ 事業から得た知⾒、類似する課題に取り組む団体等に役⽴つ教訓 
 ミッションが前⾯に出すぎると、堅苦しく感じられてしまう。ミッションを元に環境を整備する必要
はあるが、何よりも「安⼼・安全な居場所」であることが 1番重要だと今回の事業で痛感した。 
 指導や⽀援が念頭にありすぎると、利⽤者の問題ばかりが⽬につき、問題を消そうとしてしまいがち
である。そもそもなぜその問題が起きたのか。そのことを知らねばならないし、知るまでには「聞ける、
⾔える信頼関係」がなければ難しい。信頼関係を育むための、安⼼・安全な場所作りは、必ずしも直接
ヒトに働きかけることに限りらない。 
 美味しい飲み物があり、親しみやすい⼤⼈がいて、ちょっと⾯⽩そうなコトがある。そんな「普通」
を⽤意することで、社会に踏み出すというよりも、社会が包み込んでいくような環境が⽣まれると信じ
ています。   

 
 
 
 

８．資料等  
別添資料は以下の通りです。 
資料１ 2023/1/23拡⼤ケース検討会議議事録 
資料２ コミュニティカフェ運営協⼒者リスト 
資料３ 認知度調査アンケート 
※内部⽤資料 2022/9/27 ケース資料 6ケース 

 

 
 
 
 
 


